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A．研究目的 
2010 年に「臓器移植に関する法律」が改
訂され、脳死移植症例の増加が期待された
が、これまでそれほど脳死移植症例の増加
は見られず、依然として本邦の移植医療は、
生体ドナーによるものが大半を占めている。
今後、本邦の脳死移植臓器提供をより促進
していくためには、改めてそのシステムに
ある問題点を一つ一つ明らかにし、解決し
ていくことが必要である。 
この中で脳死判定に要する患者の医療費
負担については考えなければならない一つ
の問題点である。脳死臓器提供症例の発生
後、その脳死判定に対する同意取得から脳
死が宣告されるまでにかかる医療費は、保
険診療による患者の負担となる。脳死判定
が行われる非日常の場面において患者側
（主に家人）は、その医療費の負担につい
て想像がつかず、不安を感じることもある
と思われる。また、我々医療従事者も脳死
判定の同意取得から脳死判定に至る間の医
療費がどの程度になるか、また患者側の負
担がどの程度になるか、十分に知識を持っ
ておく必要がある。本研究では、この点を
明らかにするために、これまでの当院脳死
下臓器提供症例の脳死判定に対する同意取
得から脳死判定にかかった患者の医療費負

担についてレセプトを用い調査を行った。 
 
B．研究方法 
 2011 年 12 月から 2016 年 11 月に当院脳
死判定後に臓器提供を行った 7 症例を調査
対象とした。これら症例の脳死判定に対す
る同意取得から脳死判定までにかかった医
療費をレセプトより算出し、さらに現行の
保険診療制度を用いた際の患者側の医療費
負担増加額について調査を行った。 
 
C．研究結果 
 2011年12月から2016年11月における、
当院の脳死下臓器提供が行われた 7 症例の
同意取得後、脳死判定までの時間、及びそ
れにかかった医療費を表 1に示す。 

脳死判定の同意取得後、脳死判定までの平
均時間は約 27時間であった。この間に必要
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な医療費をレセプトより算出すると、平均
56,073 円であった。 
これら症例の医療費負担方法を確認した
ところ、7 例中 4 例で入院中の医療費とし
て高額療養費制度が適用となり、支払いが
行われていた。高額療養費制度が適用され
た場合、医療費の 1%が患者負担分として計
上されるため、それぞれ同意取得後から脳
死判定までにかかる医療費の患者負担額の
増加はいずれも 1,000 円未満に収まってい
た。 
残り 3 例においては、1 例は労災保険適
用のため、1 例は難病指定公費のため、負
担額増加はなかった。1 例は、当院医事よ
り案内はあったものの、高額療養費制度の
申請を行っておらず（理由は詳細不明）、約
15,000 円の負担額増加となっていた。 

 
D．考察 
 脳死判定の同意取得後から脳死判定まで
にかかる医療費は、多くの症例で入院中の
高額療養費制度が適用されるため、患者に
とって大きな負担となっていないことが明
らかとなった。このためこれら医療費は脳
死移植機会を阻害する因子とはならないと
考えられる。一方で、混乱する心情が錯綜
する医療現場ではあるものの、患者家族の
心情に配慮しながら、適切な医療費制度の
案内は不可欠である。 
 患者側の医療費負担の一方で、脳死判定
に対する同意取得後から脳死判定における、
医療者側の負担も考えなくてはならない。
通常業務と異なり、また時間的制約も生じ
るため、医療者側が被る診療上の経済学的
損失への影響も考慮する必要がある。 
 
E．結論 
 脳死判定の同意取得後、脳死判定まで患

者が負担する医療費は現行の保険診療制度
上少額であり、少なくとも脳死臓器提供の
場面において阻害因子とはならないと考え
られた。 
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